
                          

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
翻
弄
さ

れ
た
一
年
も
あ
と
少
し
。
当
山
で
は

大
晦
日
に
除
夜
の
鐘
を
突
き
、
正
月

八
日
に
は
新
年
の
安
寧
を
祈
る
大
般

若
法
会
を
行
う
運
び
で
あ
る
。 

 

と
こ
ろ
で
年
末
年
始
、
寺
で
除
夜

の
鐘
を
突
き
、
神
社
へ
初

詣
に
行
く
、
と
い
う
方
は

ど
れ
く
ら
い
い
ら
っ
し

ゃ
る
だ
ろ
う
か
。
今
年
は

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
躊

躇
す
る
人
も
多
い
か
と

思
う
が
、
例
年
の
人
出
は

相
当
で
あ
る
。 

 

一
方
、
寺
と
神
社
両
方

に
行
く
の
は
、
宗
教
的
に

あ
ま
り
節
操
が
な
い
と

い
う
批
判
も
耳
に
す
る
。

確
か
に
本
堂
前
で
二
礼

二
拍
手
一
礼
す
る
参
拝

者
を
見
る
と
、
似
た
よ
う
な
気
持
ち

に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
こ
は
神
社

じ
ゃ
な
い
よ
、
と
。
し
か
し
、
そ
れ

っ
て
ど
う
な
の
だ
ろ
う
か
？ 

 
 歴

史
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
み
る
と
、

我
が
国
で
は
建
国
以
来
、
千
年
以
上

に
わ
た
っ
て
神
社
と
寺
院
は
習
合
し

て
い
た
。
そ
れ
が
明
治
の
神
仏
分
離

令
で
別
れ
て
し
ま
い
、
そ
の
ま
ま
今

日
を
迎
え
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
別
れ

た
の
は
神
社
と
寺
院
だ
け
で
、
神
と

仏
が
別
れ
た
わ
け
で
は

な
い
、
と
い
う
の
が
実

情
な
の
だ
ろ
う
と
思
う
。 

 

人
々
の
心
の
中
で
は
、

今
で
も
神
仏
は
習
合
し

て
い
る
。
正
月
文
化
も

そ
う
だ
が
、
家
の
中
を

見
れ
ば
一
目
瞭
然
だ
。

神
棚
も
あ
っ
て
、
仏
壇

も
あ
る
。
こ
れ
を
習
合

と
言
わ
ず
何
と
言
お
う
。 

 
 「

神
の
国
」
で
も
「
仏

の
国
」
で
も
な
い
。「
神

仏
の
国
」、
そ
れ
が
日
本
で
あ
る
。
世

界
的
に
は
稀
有
か
も
し
れ
な
い
が
、

恥
ず
べ
き
こ
と
で
も
な
い
。
日
本
人

ら
し
く
、
堂
々
と
神
と
仏
を
拝
め
ば

良
い
。
そ
し
て
、
疫
病
を
克
服
す
る
、

素
晴
ら
し
い
一
年
を
迎
え
よ
う
。（
龍
） 
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当
山
で
は
、
弘
法
大
師
の
御
縁
日

で
あ
る
毎
月
二
十
一
日
に
、
大
師
尊

像
を
前
に
法
会
を
行
う
「
御み

影え

供く

」
、

並
び
に
「
写
経
会
」
を
開
催
し
て
お

り
、
毎
年
十
一
月
は
、
通
常
の
行
事

に
加
え
て
、
樂
陽
廟
の
合
同
追
悼
法

会
「
春
秋
祭
」、
ま
た
、
戦
没
者
精
霊

供
養
塔
で
あ
る
「
安
ら
ぎ
の
塔
」
の

前
に
て
「
平
和
祈
願
祭
」
を
併
修
し

て
お
り
ま
す
。 

本
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
も
心
配
さ
れ
ま
し
た

が
、
参
拝
者
皆
様
に
事
前
の
体
調
確

認
と
参
拝
時
の
マ
ス
ク
着
用
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
お
接
待
等
を
差
し

控
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
形
で
の
縮
小

開
催
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
本
堂
で
は
「
長
泉
寺
文
化

祭
」
を
開
催
し
、「
御
室
流
華
道
教
室
」

や
「
書
の
会
」
に
よ
る
作
品
の
ほ
か
、

先
般
中
国
洛
陽
市
よ
り
栄
誉
市
民
賞

を
受
賞
さ
れ
た
故
・
佐
藤
安あ

ん

南な
ん

氏
に

よ
る
絵
画
作
品
の
奉
納
展
示
、
さ
ら

に
は
岡
山
市
日
展
会
長
の
小
塩
武
氏
、

檀
徒
の
犬
飼
征
志
氏
の
絵
画
作
品
な

ど
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。 

ご
参
拝
の
お
土
産
に
は
、
こ
の
秋

に
境
内
で
採
れ
た
銀ぎ

ん

杏な
ん

を
皆
様
に
お

持
ち
帰
り
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、

こ
の
度
「
ひ
き
こ
も
り
支
援
セ
ン
タ

ー
き
づ
き
（
社
会
福
祉
法
人
岡
山
市

手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
）」
様
と
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
し
、
要
支
援
者
の
方
々

に
よ
る
地
域
貢
献
事
業
と
し
て
一
緒

に
「
皮
む
き
作
業
」
を
行
い
ま
し
た
。

銀
杏
特
有
の
臭
い
を
み
ん
な
で
我
慢

し
な
が
ら
、
一
生
懸
命
、
心
を
込
め

て
準
備
し
た
銀
杏
は
、
よ
り
一
層
美

味
し
い
も
の
に
な
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。 

南 

方 

遺 

跡 

の 

謎 

 

長
泉
寺 

寺
子
屋
文
化
講
座 

 

十
一
月
四
日
に
行
わ
れ
た
「
第
三

十
一
回
寺
子
屋
文
化
講
座
」
は
、
講

師
に
岡
山
市
教
育
員
会
文
化
財
課
長

の
草
原
孝
典
先
生
を
お
招
き
し
、「
南

方
に
は
何
が
埋
ま
っ
て
い
る
の
？
～

発
掘
調
査
が
語
る
歴
史
～
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
「
南
方
遺
跡
」
に
つ
い
て

ご
講
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

弥
生
時
代
中
期
の
「
南
方
遺
跡
」

は
、
今
か
ら
約
二
二
〇
〇
年
以
上
前

に
栄
え
た
ム
ラ
の
跡
で
、
東
西
一
、

二
キ
ロ
、
南
北
一
キ
ロ
に
も
及
び
ま

す
。
住
居
跡
や
穴
、
ム
ラ
で
使
わ
れ

た
土
器
、
石
器
、
木
器
な
ど
が
多
数

出
土
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
調
査

に
よ
っ
て
当
時
の
地
形
や
人
間
生
活

草原孝典先生 

11 

月 

21 

日 



の
様
子
な
ど
、
様
々
な
こ
と
が
わ
か

っ
て
き
て
い
ま
す
。 

草
原
先
生
は
、
実
際
に
南
方
遺
跡

調
査
に
携
わ
っ
て
お
ら
れ
、
そ
の
写

真
や
資
料
を
基
に
大
変
詳
し
く
お
話

し
下
さ
い
ま
し
た
。 

な
お
今
回
も
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ

ス
タ
ン
ス
の
観
点
か
ら
、
定
員
を
通

常
の
半
分
で
あ
る
二
十
五
名
に
限
定

し
、
参
加
者
皆
様
に
は
マ
ス
ク
を
着

用
し
て
い
た
だ
い
た
上
で
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。 

 
一
年
回
顧 

 
 

龍 

門 

令
和
二
年
と
い
う
年
は
、
と
に
か

く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

尽
き
る
一
年
だ
っ
た
。 

当
山
で
は
、
三
月
・
九
月
の
彼
岸

行
、
八
月
の
盆
行
と
も
に
、
全
檀
家

様
宅
に
お
い
て
「
玄
関
前
で
の
読
経
」

と
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
五
月

の
本
尊
大
祭
は
参
拝
を
お
断
り
し
、

当
山
僧
侶
の
み
で
奉
修
。
七
月
の
観

音
夏
ま
つ
り
も
同
様
に
行
っ
た
。 

日
々
の
法
務
も
然
り
で
、
年
忌
法

事
を
延
期
す
る
と
い
う
方
も
少
な
く

な
く
、
実
施
さ
れ
る
場
合
も
ご
く
少

人
数
、
会
食
な
し
、
と
い
う
こ
と
が

ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
。 

そ
の
間
、
西
国
巡
礼
の
途
中
だ
っ

た
杖

じ
ょ
う

心し
ん

会か
い

を
は
じ
め
、
合
唱
団
ナ
ー

ガ
、
御
詠
歌
、
寺
子
屋
文
化
講
座
、

将
棋
ク
ラ
ブ
な
ど
、
各
種
文
化
活
動

は
ほ
ぼ
す
べ
て
休
止
、
あ
る
い
は
実

施
す
る
場
合
も
感
染
症
対
策
を
入
念

に
行
っ
た
上
で
の
縮
小
開
催
と
な
っ

た
。
唯
一
、
毎
月
の
縁
日
法
会
で
行

っ
て
い
る
写
経
会
の
み
、
マ
ス
ク
着

用
を
お
願
い
し
た
上
で
継
続
す
る
こ

と
が
出
来
た
。 

春
に
整
備
さ
れ
た
新
設
駐
車
場
は
、

当
初
多
く
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
け 

 

 
 る

と
期
待
し
て
い
た
が
、
お
寺
に
人 

が
集
ま
り
に
く
い
現
状
で
は
、
未
だ

活
躍
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
寂

し
い
思
い
で
あ
る
。 

一
方
で
、
六
月
に
第
十
五
期
を
迎

え
た
総
代
会
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
対
応

の
審
議
の
ほ
か
、
境
内
墓
地
の
整
備
、

小
中
規
模
の
法
要
を
行
う
新
堂
建
設

案
な
ど
、
重
要
審
議
が
続
い
た
。
総

代
各
位
に
は
平
素
よ
り
の
ご
奉
仕
に

深
謝
申
し
上
げ
た
い
。 

個
人
的
に
は
、
当
山
護
持
、
日
々

の
法
務
と
い
う
住
職
と
し
て
勤
め
の

ほ
か
、
令
和
の
改
元
に
あ
た
っ
て
、

鎮
護
国
家
萬
民
豊
樂
、
並
び
に
疫
病

収
束
を
祈
念
す
る
一
代
一
度
の
「
仁

王
講
」
と
い
う
法
会
を
、
真
言
末
徒

の
一
人
と
し
て
発
願
し
、
こ
の
秋
（
次

頁
参
照
）
に
無
事
、
奉
修
す
る
こ
と

が
出
来
た
。
日
本
の
歴
史
や
先
師
の

努
力
に
触
れ
、
学
び
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
た
。
明
る
い
未
来
に
つ
な
が

れ
ば
と
切
に
願
っ
て
い
る
。 

   

５月当山僧侶のみで行った「本尊大祭」 

毎月 8日、21日に行われる「写経会」 



奉
修 

令
和
仁
王
講 

十
一
月
十
九
日
、
令
和
仁に

ん

王の
う

講こ
う

岡

山
奉
修
会
（
事
務
局
当
山
内
）
は
、

岡
山
市
中
区
国
富
の
古
刹
・
瓶
井
山

安
住
院
様
に
て
、
令
和
の
御
代
に
お

け
る
一
代
一
講
の
「
仁
王
経
読
誦
法

会
」
を
奉
修
。
十
四
ヶ
寺
十
六
名
の

真
言
僧
有
志
に
て
、
開
白
、
中
間
、

結
願
の
三
座
に
わ
た
っ
て
『
仁に

ん

王の
う

護ご

国こ
く

般は
ん

若に
ゃ

波は

羅ら

蜜み
っ

多た

経
き
ょ
う

（
以
下
、
仁
王

経
）
』
を
読
誦
し
、
鎮
護
国
家
、
萬
民

豊
樂
を
祈
念
し
ま
し
た
。 

我
が
国
に
お
い
て
『
仁
王
経
』
を

読
誦
す
る
法
会
（
仁
王
会
、
ま
た
は

仁
王
講
）
は
、
斉
明
天
皇
六
年
（
六

六
〇
）
に
「
百
座
百
講
仁
王
会
」
と

し
て
初
め
て
行
わ
れ
、
以
降
歴
代
天

皇
が
こ
れ
を
設
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

宗
祖
弘
法
大
師
も
嵯
峨
、
淳
和
両
帝

の
御
即
位
に
際
し
て
、
高
雄
山
寺

（
現
・
神
護
寺
）
に
お
い
て
同
経
を

講
じ
て
お
ら
れ
ま
す
。 

醍
醐
天
皇
の
延
長
四
年
（
九
二
六
）

に
編
纂
さ
れ
た
『
延
喜
式
』
に
は
、

「
凡お

よ

そ
天
皇
の
即
位
に
は
仁
王
般
若

会
を
講
説
す
、
一
代
一
講
な
り
。」
と

あ
り
、
こ
の
頃
に
は
天
皇
即
位
儀
礼

の
一
環
と
し
て
定
着
。
以
来
、
応
仁

の
頃
に
至
る
ま
で
、
天
皇
即
位
時
に

は
必
ず
「
一
代
一
講
大
仁
王
会
」
が

修
さ
れ
て
お
り
、
神
式
の
大
嘗
祭
と

並
ぶ
国
家
的
儀
礼
と
し
て
尊
崇
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
天
皇
即
位
時

以
外
に
も
、
天
変
地
異
や
疫
病
流
行

等
の
国
家
的
危
機
の
際
に
「
臨
時
仁

王
会
」
と
し
て
も
度
々
修
さ
れ
て
い

ま
す
。 

同
会
は
こ
の
度
、
我
が
国
に
古
代
よ

り
伝
わ
る
天
皇
即
位
儀
礼
「
仁
王
会
」

の
意
義
に
随
う
と
と
も
に
、
コ
ロ
ナ

禍
の
早
期
収
束
を
祈
念
す
る
た
め
、

仁
王
経
を
新
た
に
製
本
す
る
な
ど
準

備
を
尽
く
し
て
仁
王
講
に
臨
み
、
晴

れ
て
無
魔
成
満
い
た
し
ま
し
た
。 

仁
王
講
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
三

十
四
の
団
体
、
企
業
、
個
人
よ
り
御

協
讃
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
施
主
皆

様
に
は
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

る
次
第
で
す
。 

皆
様
に
と
っ
て
、
令
和
と
い
う
御

代
が
素
晴
ら
し
い
時
代
と
な
り
ま
す

よ
う
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

御
出
仕
各
寺
院 

宮 

本 

光 

研 

（
長
泉
寺
） 

生 

駒 

琢 

一 

（
安
住
院
） 

新 

後 

雅 

弘 

（
法
萬
寺
） 

稲 

谷 

祐 

慈 

（
正
通
寺
） 

大 

橋 

聖 

本 

（
大
福
寺
） 

佐 

伯 

隆 

快 

（
長
命
寺
） 

守 

安 

秀 

行 

（
西
方
寺
） 

有 

瀬 

光 

崇 

（
安
芸
國
分
寺
） 

池 

内 

隆 

峰 

（
南
之
坊
） 

荒 

城 

祥 

善 

（
松
林
寺
） 

主 

原 

正 

道 

（
佛
法
寺
） 

本 

山 

快 

範 

（
吉
祥
院
） 

村 

上 

泰 

教 

（
弘
元
寺
） 

宮 

本 

龍 

門 

（
長
泉
寺
） 

生 

駒 

善 

勝 

（
安
住
院
） 

幡 

山 

益 

聖 

（
普
門
院
） 

  

安住院住職 生駒琢一師 



 

天
皇
と
は
何
か
？ 

 
 
 
 

龍 

門 

 
 

 

「
天
皇
」
と
は
何
か
？
当
然
、
簡

単
に
言
い
表
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

我
が
国
の
建
国
以
来
の
歴
史
、
時
間
、

そ
こ
に
は
無
量
の
重
み
が
あ
る
。 

 
 

 

ふ
と
、
お
隣
の
国
を
見
て
み
る
。

同
じ
国
に
住
む
人
間
同
士
が
、
大
統

領
選
挙
に
よ
っ
て
対
立
し
、
国
民
の

中
の
分
断
が
深
刻
な
ほ
ど
に
拡
が
っ

て
い
る
。
国
の
ト
ッ
プ
を
選
挙
で
決

め
る
「
大
統
領
制
」
は
、
一
見
す
る

と
民
主
主
義
に
適
っ
て
い
る
よ
う
に

見
え
る
。
し
か
し
何
事
に
も
万
能
は

な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
も
そ
も
人

間
自
体
が
完
全
な
生
き
物
で
は
な
い
。 

 
 

 

我
が
国
の
ト
ッ
プ
、
即
ち
「
天
皇
」

は
、
日
本
国
憲
法
第
一
条
で
「
日
本

国
の
象
徴
で
あ
り
、
日
本
国
民
統
合

の
象
徴
」
と
さ
れ
る
。
神
武
天
皇
よ

り
今
上
天
皇
ま
で
万
世
一
系
と
い
う

だ
け
が
そ
の
理
由
で
は
な
い
。
国
民

同
士
が
ど
ん
な
に
政
治
的
に
対
立
し 

て
も
、「
同
じ
日
本
人
」
と
い
う
一
点

で
一
致
で
き
る
価
値
を
体
現
さ
れ
て 

 

い
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、

「
国
民
統
合
の
象
徴
」
で
あ
り
、
そ

れ
は
「
国
民
の
総
意
に
基
づ
く
」
の

で
あ
る
。
極
端
に
言
え
ば
、
た
と
え

憲
法
が
な
く
て
も
、
日
本
人
に
と
っ

て
天
皇
は
天
皇
で
あ
る
。
制
度
を
越

え
た
、
宗
教
的
存
在
と
言
っ
て
良
い
。 

 
 

政
治
的
対
立
と
い
う
の
は
、
む
し

ろ
あ
る
方
が
良
い
。
国
が
健
全
で
あ

る
証
拠
で
あ
る
。
も
し
政
治
的
対
立

が
な
い
国
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ

は
独
裁
国
家
に
他
な
ら
な
い
。
た
だ

し
民
主
主
義
が
機
能
す
る
た
め
に
は
、

政
治
的
な
対
立
を
人
間
の
分
断
に
ま

で
悪
化
さ
せ
な
い
「
何
か
」
も
ま
た

必
要
で
あ
る
。
現
代
の
我
が
国
に
お

い
て
、
天
皇
と
い
う
存
在
が
い
か
に

大
き
い
か
、
心
致
す
次
第
で
あ
る
。 

 

我
が
宗
は
、
宗
祖
よ
り
脈
々
と
天

皇
護
持
に
努
め
て
き
た
。
総
本
山
仁

和
寺
は
そ
の
筆
頭
に
あ
た
る
。
も
ち

ろ
ん
、
他
国
と
比
べ
て
日
本
の
優
位

性
を
述
べ
た
い
わ
け
で
は
な
い
。
た

だ
ひ
た
す
ら
に
、
先
師
先
人
の
努
力

に
頭
が
下
が
る
思
い
で
あ
る
。 

マ
ン
ダ
ラ
私
的
新
訳 

 
 

あ
い
う
え
お
「
五
十

音
図
」
か
ら
な
る
日
本

語
。
こ
れ
は
梵
字 

―
― 

イ
ン
ド
語
の
文
法
か
ら

成
り
立
っ
て
い
ま
す
。 

か
つ
て
文
字
が
形
成

さ
れ
る
中
で
、
漢
字 

―

― 

中
国
語
を
「
真
名
（
ま
な
）
文
字
」

と
し
、
に
ほ
ん
語
を
「
仮
名
（
か
な
）

文
字
」
と
し
て
両
用
す
る
よ
う
に
な

る
わ
け
で
す
が
、
そ
こ
で
梵
字 

―
― 

イ
ン
ド
語
を
「
真
言
（
ま
こ
と
ば
）
」

と
し
た
の
は
密
教
者
だ
ろ
う
と
思
い

ま
す
。 

 

こ
こ
で
イ
ン
ド
か
ら
伝
わ
っ
た

「
マ
ン
ダ
ラ
」
と
い
う
言
葉
は
ど
う

変
化
し
た
で
し
ょ
う
か
。
中
国
語
で

は
曼
荼
羅
と
書
き
「
輪
円
具
足
」
と

訳
し
ま
し
た
。
ま
こ
と
に
妙
を
得
た

も
の
と
言
え
ま
す
。
と
こ
ろ
が
日
本

語
で
は
、
未
だ
に
適
訳
が
な
い
の
で

す
。
こ
れ
は
真
言
密
教
の
根
本
に
か

か
わ
る
大
切
な
こ
と
で
す
。 

マ
ン
ダ
ラ
に
は
両ふ

た

つ
の
世
界
、
胎

蔵
界
と
金
剛
界
の
別
が
あ
り
ま
す
。

真
言
宗
で
は
、
こ
れ
が
一
つ
に
仕
合

さ
っ
た
こ
と
を
「
金
胎
不
二
」
と
い

い
、
こ
の
世
の
理
想
と
し
ま
す
。
別

の
言
い
方
を
す
る
と
、
か
ら
だ
と
こ

こ
ろ
が
合
一
す
る
。
仕
合
わ
せ
る
。

こ
の
「
仕
合
せ
」
か
ら
日
本
語
の
「
し

あ
わ
せ
」
が
始
ま
っ
た
の
で
は
な
い

か
？
と
考
え
ま
す
。 

し
あ
わ
せ
は
漢
字
で
「
幸
」
と
書

き
ま
す
が
、
こ
の
文
字
に
は
別
の
意

味
も
含
ま
れ
ま
す
。 

真
言
宗
の
「
し
あ
わ
せ
」
は
両ふ

た

つ

の
マ
ン
ダ
ラ
が
一
つ
に
な
る
こ
と
。

相
異
す
る
こ
と
が
合
一
す
る
こ
と
。

難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
密
教

の
理
想
は
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。
マ
ン

ダ
ラ
の
日
本
語
は
「
し
あ
わ
せ
」
で

い
き
ま
し
ょ
う
。
私
的
新
訳
で
す
。 

 

梵
字
、
漢
字
で
で
き
て
い
る
日
本

語
の
中
に
、
仏
教
の
味
わ
い
深
い
お

し
え
を
見
出
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
ネ
。 
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日本語と真言宗 
名誉住職 光研 



    
 

  

        

     

       

                          

                          

            

  

お寺便り『いづみ』のペーパーレス化にご協力下さい 
 
現在、長泉寺便り『いづみ』は、全檀家様に郵送等で配布させていただいており

ますが、可能な御方には、環境保全の観点から、長泉寺より『いづみ』をダイレク

トメールでお送りさせていただきたいと考えております。 

ご対応いただけます檀徒様には、下記アドレスまでお名前とご住所を記載の上、

メールをご送信下さい。お手数をおかけし恐縮ですが、よろしくお願いたします。 

送信メールアドレス：idumi@chosenji.net 
 

 

令
和
三
年 

年
回
忌
表 

 
 

 
一  
周
忌 

令
和 

二 

年
没 

 
 

 
 

 
 

三  

回
忌 

平
成
三
十
一
年
没 

令
和
元
年
没 

七  

回
忌 

平
成
二
十
七
年
没 

十 

三 

回
忌 

 

平
成
二
十
一
年
没 

十 

七 

回
忌 

平
成 

十
七 
年
没 

二
十
三
回
忌 

 

平
成 

十
一 

年
没 

二
十
五
回
忌 

平
成 

九 

年
没 

二
十
七
回
忌 

平
成 

 

七 
 

年
没 

三
十
三
回
忌 

昭
和
六
十
四
年
没 

平
成
元
年
没 

五 

十 

回
忌 

 

昭
和
四
十
七
年
没 

 

年
忌
法
事
は
忘
れ
な
い
よ
う
に
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。 

年
忌
に
あ
た
ら
な
い
場
合
や
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
鑑
み
御
親
族

と
の
法
事
を
見
送
る
場
合
な
ど
で
も
、

当
山
よ
り
お
参
り
に
行
く
こ
と
は
可
能

で
す
。 

ご
遠
慮
な
く
お
問
合
せ
下
さ
い
。 

ゆく年 くる年 

除夜の鐘 
12 月大晦日 23時 45頃～ 
新型コロナウイルス感染症の影響を鑑み 

本堂での勤行は住職のみで行います 

恒例のお接待も差し控えさえていただきます 

 

と
ん
ど
焼
き 

１
月  

日
（
木
） 

午
前 

十
時
～ 

於
・
境 

内 
 

正
月
飾
り 

古
御
札 

古
御
守 

古
塔
婆 

等
を
ご
持
参
く
だ
さ
い 

 

※
古
人
形
な
ど
不
可
燃
性
の 

も
の
は
受
け
付
け
か
ね
ま
す 

 

◇◆◇◆◇◆ 長泉寺文化教室 ◆◇◆◇◆◇ 

     長泉寺合唱団ナーガ  練習日 月曜 10時 

    金剛流長泉寺御詠歌会  練習日 火曜 10時 

       御室流華道教室  毎月一回 

        長泉寺写経会  毎月 8日、21日 9時 

        長泉寺書の会  毎月一回 

      長泉寺将棋クラブ  毎月一回 

    長泉寺寺子屋文化講座  隔月一回 

 ◇◆◇◆ お気軽にお問い合わせください ◆◇◆◇ 

 

長泉寺月次縁日法会へ 

 どうぞご参拝ください 
  
毎月 8 日９時～ 本尊縁日法会 

21 日９時～ 大師縁日法会 

〃 10 時半～ 法話 

28 日９時～ 不動縁日護摩供 
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